
人口と世情
8月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.646人 (-94人)
[うち外国人914人]

男 65.912人(ー105人)
女 66.734人(+11人)
・世帯 51.265世帯 (+428世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者数・
世帯教を加えた数値です。
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広

報

ご参加を防災訓練に

市
で
は
9
月
3
目
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
絡
会
防

災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
天
王
台
地
区
が
中
心
で
す
。
旦
」
ろ
か

ら
十
分
な
傭
え
を
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
、
皆
さ
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
場
は
我
孫
子
中
と
第
三
小

総
合
防
災
訓
練
は
、

9
月
3
日
出

午
前
8
時
初
分
か
ら
日
時
初
分
ま
で
、

西
消
防
署
に
設
置
す
る
市
の
災
害
対

策
本
部
と
我
孫
子
中
学
校
、
我
孫
子

第
三
小
学
校
な
ど
を
結
ん
で
行
い
ま

す。
参
加
団
体
は
自
治
会
を
は
じ
め
、

消
防
団
や
自
衛
隊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
支
え
る
企
業
、
医
師
会
、
日
赤
奉

仕
団
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で

す。
訓
練
は
、
午
前
8
時
却
分
に
震
度

6
強
の
直
下
型
地
震
が
発
生
し
、
市

内
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
と
の
想

定
で
行
い
ま
す
。

今
回
の
訓
練
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
実
際
に
体
験
す
る
訓
練
が
よ
り
増

え
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

2き
の

た
め
に
、
ぜ
ひ
、
参
加
・
体
験
し
て

く
だ
さ
い
。

訓
練
内
容
倒
壊

家

屋

裂

か

ら

の
人
命
救
助
、
上
空
か
ら
の
被
害
状

況
偵
察
と
交
信
、
初
期
消
火
、
応
急

給
水
、
応
急
救
護
、
炊
き
出
し
、

「災
害
弱
者
」
を
含
め
た
避
難
と
安

否
確
認
、
情
報
収
集
伝
達
、
地
震
体

斡
煙
体
験
、
心
肺
整
法
、
三
角

巾
の
使
用
法
(
我
孫
子
中
の
み
)
、

高
所
救
出
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
、

災
害
用
伝
一
冨
ダ
イ
ヤ
ル
、
土
の
う
積

み
、
浄
水
機
操
作
、
仮
設
ト
イ
レ
設

置
、
マ
イ
コ
ン
メ
I
タ
操
作
、

電
気

の
安
全
・
ロ

l
プ
ワ
l
ク
(
我
孫
子

中
の
み
)
、
防
災
用
品
の
展
示
、
家

屋
の
簡
易
耐
震
診
断
と
相
談
(
建
築

確
認
申
請
図
書
を
持
委
)
。

※
訓
練
は
、
雨
天
の
場
合
、
災
害
対

策
本
部
な
ど
の
情
報
伝
達
訓
練
の
み

と
な
り
ま
す
。

圃
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
2
1

7
 

等?
自明器具(構中

Q 面白
保安幅(ヘJiJメり携帯ラジオ(予
卜、 帽子など) 備の管出も)

調

W
3
h

与
貴重品類(現
金、預金通帳、
印鑑など)

務

み

作
軍
め

汚

染
一句

頬
U
M
勲

開本、食料
2・3日分(水、
インスタン卜食
品、乾パン、缶
詰など)

毒事
救急・衛生用品
(消毒薬、器薬、包帯、
生理用品、石けん、
テイりシュペ-J~ー
なり

企応急救護

※乳幼児にはミ
ルク、紙おむつ、
ほ乳瓶など、障
害者や高齢者の
場合は常備薬、
つえ、介誼用品
なども用意しま
しょう。

企初期消火

事

糧

事
勾
無
料
耐
震
」相
談

診
断
を
行
っ
て
ま
す

近
年
に
起
き
た
大
地
震
の
際
に
倒

壊
し
た
建
物
の
多
く
は
、

1
9
8
1

年
6
月
に
耐
震
設
計
基
準
が
改
正
さ

れ
る
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
す
。

市
で
は
こ
の
改
正
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
を
対
象
に
、
無
料
の
耐
震

相
談
・
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
2
月
よ
り
既
に
約
1
6
0
組

の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

診
断
は
、
細
千
葉
県
建
築
士
事
務

所
協
会
と
細
千
葉
県
建
築
士
会
に
所

属
し
、
耐
震
診
断
の
講
習
を
終
了
し

た
建
築
士
が
行
い
ま
す
。

診
断
方
法
は
、
国
土
交
通
省
監
修

の

「木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
補
強

耐震診断万倍

非常持ち出し品
家族構成に合わせて必要なものをふだんから準備しておく
と、いざという間にあわてずに済みます。
これらのものを準備し、さらにリストを作って、数量(2・
3日分)や消費期限などを確認できるようにしましよう。

時
筆記用具(ポー
ルペン、ノー卜、
マジνクインキ
など)

国土交通省監穆の

リーフレッ卜に

基づく自己診断騒音守

企煙体験

建
築
物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ア

ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
公
共
施
設
の
う
ち
小
・
中

学
校
(
四
校
)
は
、

1
9
8
7
年

か
ら
1
9
9
4年
に
か
け
て
、
す

で
に
除
去
工
事
を
行
い
、
含
有
率

が
5
%以
下
の
吹
き
付
け
材
に
つ

方
法
」
に
定
め
ら
れ
た
3
段
階
の
診

断
台
経
(
左
図
参
照
)
の
中
の

「一

般
診
断
法
」
を
基
に
、
会
場
内
で
行

い
ま
す
。
お
持
ち
い
た
だ
い
た
図
面

や
写
真
を
参
考
に
聞
き
取
り
を
行
い

診
断
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
専
門
家
の
相
談
・
診

断
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

日
時

①
9
月
お
日
側
②
叩
月
mm

日
出
③
日
月
お
日
働
④
ロ
月
四

日

側

⑤

1
月
お
日
出
⑤
2
月
M

日

働

⑦

3
月
お
日
伺
い
ず
れ
も

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
(
予
約
制

で
1
組

ω分、
1
日
初
組
を
杢
定
)

場
所
市
役
所
分
館
大
会
議
室

(
専
門
家
に
よ
る
診
断
) 対

象

1
9
8
1年
5
月
担
日
以
前

に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

(
2
×
4

工
法
含
む
)
に
お
住
ま
い
の
方

持
参
建
築
確
認
申
請
図
書
、
写
真

(
建
物
の
全
景
、
屋
根
・
外
壁
の
仕

様
が
判
別
で
き
る
写
真
。
そ
の
他
壁

面
の
ひ
び
割
れ
、
床
下
の
状
態
な
ど

気
に
な
る
部
分
の
写
真
)
、
そ
の
他

は
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
住
宅
課

・

内
線
5
6
0
(後
日
、
申
込
書
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
)

※
市
か
ら
耐
震
診
断
を
勧
め
る
個
別

の
電
話
や
訪
問
を
行
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

l結果によっては耐震改修の検討l

誰でもできる

わが家の耐震診断

ア
ス
ベ
ス
ト
(
石
綿
)
対
策
に
つ
い
て

い
て
も
無
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す。
保
育
園
(
市
立
7
園
、
私
立
7
園
)

に
つ
い
て
は
、
点
検
し
た
結
果
、
露

出
部
分
に
ア
ス
ベ
ス
ト
は
使
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
危
険
な
個
所
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
な
お
、
学
校
・
保
育

園
以
外
も
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
を 一般診断法

現
在
点
検
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

万
一
危
険
な
状
態
が
確
認
さ
れ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
除
去
な
ど
の

安
全
対
策
を
行
い
ま
す
。

民
間
の
辞
誠
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の

使
用
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る

建
築
物
な
ど
の
解
体
工
事
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
の
機
関
と
逮
携
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止
対
策
の

徹
底
を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

圃
管
財
課
・
内
線
2
6
6
、
手

賀
沼
課
・
内
線
4
6
3

ひとりが輝く 男女共同参画都市社会が輝く
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学
校
を
優
先
し
て
工
事
を
実
施

公

共

施

設

の

耐

1
9
8
1
年
以
前
の
基
準
で
建
築

さ
れ
、
耐
震
上
の
対
策
が
必
要
な
市

の
公
共
施
設
は
左
衰
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、

1
9
9
8
年

度
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
結

来
を
も
と
に
学
校
の
校
舎
で
耐
震
性

能
が
劣
る
も
の
を
優
先
し
て
耐
震
化

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

耐
震
化
工
事
は
、
例
年
度
か
ら
我

孫
子
第
四
小
学
校
、
湖
北
台
東
小
学

震
化

校
、
湖
北
台
中
学
校
の
順
で
実
施
し
、

今
年
度
は
我
孫
子
第
一
小
学
校
と
根

戸
小
学
校
で
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
以
外
の
施
設
で
は
、
消
防
本
部

庁
舎
の
耐
震
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
は
学
校
校
舎
の
耐
震
化
と
あ

わ
せ
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
な
る

学
校
体
育
館
や
対
策
拠
点
と
な
る
市

庁
舎
の
耐
震
化
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
市
民
会
館
は
図
書
館
の
移

転
な
ど
に
よ
る
荷
重
の
軽
減
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、

8
月
中
に
委
員
会

を
設
置
し
、
廃
止
を
含
め
て
今
後
の

対
応
を
塗
削
し
ま
す
。
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管
財
課
・
内
線
5
0
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お宅のブロック塀は
伊 だいじようぶ?
遇挙路の点槍調査を?実施

第1147号

近
年
、
南
関
東
地
域
で
直
下
型
地

震
に
よ
る
大
規
模
な
地
震
災
害
が
起

こ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
9
7
8
年
の
宮
城
沖
地
震
で
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
多
く
の
死

0.43 4 1975 

A 
B 

傷
者
が
出
た
り
、
倒
れ
た
塀
が
道
路

を
ふ
さ
い
で
避
難
や
救
助
、
消
火
活

動
を
妨
げ
た
り
す
る
な
ど
の
事
態
が

発
生
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
見
か
け
は
し
っ

か
り
し
て
い
て
も
、
安
全
性
に
欠
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
危
険
な
ブ
ロ

ッ
ク
塀
を
な
く
す
た
め
、
自
己
点
検

し
ま
し
ょ
h

つ。

我孫子
第二小学校

並木小学校

通
学
路
の
塀
を
点
検

市
で
は
9
月
1
日
か
ら
、
各
小
学

校
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
I
ン
内
の
通
学
路

の
沿
道
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
や
石
塀
な
ど
の
点
検
調
査
を
行

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圃
住
宅
謀
宮
7
1
8
5
・
1
5
4

チェックポイント
.塀の中に直径9mmの鉄筋が樹黄80
m間隔lこ入っているか?頂部の横
筋と基礎下部の横筋にかぎがけが

されているか。(施工業者に確認)

@塀の傾きやひび割れ、鉄筋の蓄は

ないか。

@塀の高さカ唱すぎていないか。(地

盤置から2m以下)
@鉄筋コンクリー卜の基礎は、地盤

面から30an以上の根入れがされ
ているか。

@控え壁が塀の長さ3.4m (ブロッ
ク8個程度)ごとにあるか。控え

壁の長さが40an以上あるか。

特別障害給付金制度の
要け付けが始まフています
請求書の提出はお早めに

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年

金
な
ど
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者

の
方
へ
の
福
祉
的
措
置
と
し
て
、
特

別
障
害
給
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
、

4
月
か
ら
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す。
給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
書
を
受

け
付
け
た
月
の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま

死
亡
事
故
が
多
発

4
月
以
降
に
市
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、

8
月

9
日
現
在
8
人
で
、
前
年
の
同
じ
時

期
に
比
べ

7
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
の
多
く
が
歩
行
者
の
道

路
横
断
時
に
発
生
し
、
被
害
者
の
半

す
の
で
、
請
求
す
る
方
は
早
め
に
請

求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
で
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

期
間
内
に
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
傷

病
の
初
診
日
が
あ
り
、
現
在
障
害
基

礎
年
金
の
1
・
2
級
相
当
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
方
(
障
害
者
手
帳
の
等

級
と
は
異
な
り
ま
す
)

①
1
9
8
6
(
昭
和
白
)
年
3
月
以

前
に
被
用
者
年
金
制
度
な
ど
に
加
入

し
て
い
た
人
の
配
偶
者

②
1
9
9
1
(平
成
3
)
年
3
月
以

前
の
学
生

支
給
額

1
級
:
・
月
額
5
万
円
、

2

級
・・・
月
額
4
万
円

※
老
齢
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
て
い
る
と
き
や
本
人
の
所
得
状
況

に
よ
っ
て
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る

方
が
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
を
受

け
た
と
き
は
、
経
過
的
福
祉
手
当
の

支
給
は
停
止
と
な
り
ま
す
。

※
請
求
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
国
保

年
金
課
・
内
線
3
2
6
へ。

数
は
臼
歳
以
上
の
高
齢
者
。
発
生
時

間
は
夜
間
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

夏
は
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期

で
す
。
交
通
ル
l
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
表
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

圃
我
孫
子
警
察
署
宮
7
1
8
2
・

0
1
1
0
、
市
求
通
整
備
課
宮
7
1

8
5
・
1
3
6
9

:壇里昼豆!
飲酒運転と放置自転車
。飲酒運転巴は厳罰が

家庭や職場、飲動吉での飲酒運転を「し

ない-させないJを徹底しましょう。
酒酔い運転は3年以下の懲役または50
万円以下の罰金、酒気帯び運転は1年以下

の懲役または30万円以下の罰金です。
。限置自転車はみんなの迷惑

駅周辺などの放置自転車は、通行を妨げ、

災害時の避難や救助の障害にもなります。

我孫子駅・天王台駅周辺の禁止区域では、

放置自転車の撤去作業を実施しています。

固我諌子警察署07182・0110、市突通
整備諜合7185・1369

「める'IL文庫j作品集第2集を刊行
第4回作品を募集中

多くの皆さん

のご応募をお待

ちしています。

※応募方法など

詳しくは、募集

要項(教育委員

会文化謀、アビ

スタに用意)を ヒ五

ご覧ください。(教育委員会文化諜ホー

ムページでもご覧になれます)

園教育委員会文化諜07185・1601

市主催の児童文学賞「めるへん文庫の

第3回受賞作品30編を収録した作品集
第2集を刊行しました(写真)。

表紙と挿絵は、第1固に引き続き画家
の長縄栄子さん。作品集は、市内の小・

中学校、高校に配布されるほか、市民図

書館での貸し出しゃ市役所・教育委員会

での販売も開始しました。

。第4固めるへん文庫の作品を募集中

全国の小・中学生、高校生を対象に、

夢いっぱいの童話を募集しています。

「あなたは住基ネットで重大な登録違反を行っている。

至急連絡しないと法的手段をとるJと書かれたハガキが
届き、連絡すると「国選弁護人の費用92万円を振り込めJ
などと請求されたという事例が多発しています。

「総務省認可の通達書Jとなっていますが、発送元の
団体は総務省とは全く関係がなく、「刑事告訴を含む法

的手段Jを行うことはあり得ません。
このような郵便物が送られてきたときは、一切対応せ

ずに無視するのが一番です。電話番号を教えてしまうこ

とになるため、電話連絡は絶対にしないでください。

固消費生活センター07185-0999

不
審
者
情
報
な
ど
の
メ
ー
ル
配
信

詳
細
は
次
号
の
広
報
で

少
年
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
「け
や
き
」

8
月
号
の

「不
審
者
情
報
の
メ
l
ル

発
信
を
行
い
ま
す
」
の
記
事
の
中
で
、

「詳
し
く
は
日
日
発
行
の
市
広
報
「
あ

住t基準ツトの話量産を遭う

架空請求l'ごご注意!

ぴ
こ
』
に
て
紹
介
し
ま
す
」
と
掲
載

し
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
9
月
1

日
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圃
広
報
室
・
内
線
2
7
4

市役所の代表電話番号ft7185・1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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手
賀
沼
第を
2 昏
回IJ
総私
室yL
晶々

語日手
聖代
間×
時
fミ

市
が
所
蔵
す
る
「
手
賀
沼
」
を
変
し
た
著
名
な
芸
術
家
(
い
ず
れ
も

故
人
)
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
絵
画
展
に
あ
わ
せ
て
第
位
回

プ
ラ
ザ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

9
月
口
日
出
か
ら
幻
日
制
午

前
日
時
か
ら
午
後
5
時
(
幻
日
は
午

後
3
時
ま
で
)

場
所
市
民
プ
ラ
ザ

作
者
・
作
品

市
岡
田
正
一一
:
・
水
彩
画
(
写
真
上
)

市
平
井
美
佐
子
・
・
・
油
彩
画

申
河
村
蛸
山
:
・
花
瓶
(
写
真
下
)

ホ
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
l
チ
:
・
絵
画

申
鏑
木
清
方
:
・
「
手
賀
沼
」
(
水
彩
画
)

事
嘉
納
治
五
郎
・・・
替

市
早
川
義
孝
・
:
「
セ
プ
テ
ン
パ

I
グ」

.、
司，.; • 

務び 2 岳遭なとり
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w))~w号

カ
ル
ガ
モ
は
、
日
本
の
ど
こ
で
も

見
ら
れ
る
カ
モ
の
仲
間
で
す
。
本
州

よ
り
南
で
は
、

1
年
を
通
し
て
観
察

で
き
ま
す
。

雑
食
性
で
す
が
、
主
に
穀
類
を
好

ん
で
食
べ
ま
す
。
繁
殖
期
は
4
月
か

ら
7
月
ま
で
で
、
水
辺
近
く
の
草
む

(カモ目カモ科)

(
油
彩
画
)

入
場
料
無
料

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

第
見
回
プ
ラ
ザ
コ
ン
サ
ー
ト

絵
画
展
×
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

9
月
げ
日
出
午
後
2
時
開
演

(
約
却
分
間
)

場
所
市
民
プ
ラ
ザ
(
入
場
無
料
)

曲
目
タ
ン
ゴ
の
歴
史
よ
り
(
ピ
ア

ソ
ラ
)
、
夢
(
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
)
、
ヴ
オ

カ
リ
I
ズ
(
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
)
ほ
か

出
濡
長
堀
美
佳
さ
ん
(
フ
ル
ー
ト
、

武
蔵
野
音
楽
大
学
卒
業
)
、
前
田
圭

代
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)

客
員
当
日
先
着

ω人

圃
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
1

貢さん(鳥の博物館友の会)
和行(鳥の博物館)

ら
の
中
の
地
上
に
巣
を
作
り
、
淡

い
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
卵
を
叩
個
か
ら

ロ
個
生
み
ま
す
。
船
械
の
み
が
ヒ

ナ
の
世
話
を
し
ま
す
。
手
賀
沼
周

辺
で
見
か
け
る
、
親
鳥
の
後
に
一

生
懸
命
つ
い
て
い
く
ヒ
ナ
の
姿
は
、

本
当
に
か
わ
い
ら
し
い
も
の
で
す
。

カ
モ
の
仲
間
の
多
く
は
、
輔

が
美
し
い
羽
で
着
飾
る
こ
と
で
、

雌
が
他
の
種
の
雄
と
見
ま
ち
が

わ
な
い
よ
う
に
し
、
誤
っ
た
交

雑
を
避
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
カ
ル
ガ

モ
は
雌
雄
同
色
で
、
雄
も
地
味

な
羽
装
で
す
。
渡
り
を
し
な
い

カ
ル
ガ
モ
は
、
他
の
カ
モ
が
北

に
帰
っ
た
後
に
、
繁
殖
時
期
を

迎
え
る
の
で
、
雌
は
同
種
の
雄

を
間
違
え
る
こ
と
は
な
い
た
め

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

写真川上

文村松

岡発戸・醤EBJの谷津慮

8 月 27 日 ~30 日市民プラザで

谷津の魅力がいっぱい開
発
戸
・
都
部
の
谷
津
の
生
物
な

ど
の
写
真
主
同
使
わ
れ
て
い
た
農
機

具
、
中
央
学
院
高
校
の
協
力
で
作
成

し
た
見
虫
標
本
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

草
遊
ぴ
や
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
な
ど
が

楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
展
示

内
容
を
解
説
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア

ー
も
行
い
ま
す
。

日
時

8
月
幻
自
国
か
ら
羽
田

ω午

前
日
時
か
ら
午
後
7
時

場
所
市
民
プ
ラ
ザ
(
入
場
無
料
)

内
容
事
実
物
塵
不
:
昔
の
農
具
、
谷
津
の

植
物
、
昆
虫
標
本

本
写
真
展
示
:
・
谷
津
の
植
物
や
見
虫
、

昭
和
凶
年
代
の
農
業
風
景

ホ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(
8
月
幻
自
国

午
前
日
時
か
ら
午
後
7
時
)
:
・
草
遊

ぴ
コ
ー
ナ
ー
(
し
お
り
作
り
、
工
作
)
、

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

を
触
っ
て
み
よ
う

申
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
I
(
8
月
お
日

側
午
後
2
時
か
ら
)
:
展
示
内
容
を

通
じ
て
谷
津
の
自
然
を
解
説

※
写
真
展
示
は
9
月
日
日
働
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。
(
時
日
は
午
後
3
時

ま
で

)
(
8
月
羽
田
、

9
月
8
日
・

日
日
は
お
休
み
)

持
参
持
ち
帰
り
用
の
容
器
(
ザ
リ

ガ
ニ
釣
り
参
加
者
)

主
催
我
孫
子
市
開
発
戸
・
都
部
谷

津
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
会
、
我
孫
子
市

圃
手
賀
沼
謀
・
内
線
4
6
5

コ
シ
場
i
ιト
ゆ
イ
‘
、
シ
ト
を
一

楽
七
↓/、
ーす
る
-厄
-め
の
ワ
』
ク
シ
ヨ
w
ノフ

8
4教
育
委
員
会
文
化
課
m
7
1
8

朗
読
劇
(
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
I
シ
ユ

:
・
宮
沢
賢
治
、
耳
無
芳
一
:
・
小
泉
八

雲
)
を
題
材
に
し
て
、
舞
台
芸
術
を

楽
し
く
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。
新
た
な
舞
台
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容
下
表
参
照

場
所
市
民
会
館
(
日
月
5
日
は
湖

北
地
区
公
民
館
)

※
日
時
や
会
場
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

講
師
貝
山
武
久
さ
ん
(
日
本
演
出

者
協
会
副
理
事
長
)

対
象
・
客
員
中
学
生
以
上
の
方
、

初
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費
無
料

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
I
ル
の
い
ず
れ
か
で
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
所
属
し
て
い
る
方
は
団

体
名
を
明
記
し
、

8
月
担
日
必
着
で

一T
2
7
o
l
-
-
6
6
我
孫
子
1
6

vワークショップの日時と内容(全9回)
日時 内容

9月18日(日)舞台芸術について~芸能の成
14時-17時り立ちと舞台づくりのプラン
9月25日(日)舞台づくり(基礎)-朗麓に
14時-17時よる霞み合わせ
10月9日(日)舞台づくり(基礎)-朗践に
14時-17時よる践み合わせ
11月5日出舞台づくり~照明づくり、音
14時-17時づくり、朗稜劇立ち
11月26日出舞台づくり(応用1)-朗麓
14時-17時劇立ちと映像などによる演出
12月3日出舞台づくり(応用II)-朗麓
14時-17時劇立ちと映像などによる演出
12月11日(日)舞台づくり(応用m)-朗麓
14時-17時劇立ちと映像などによる演出
12月17日出舞台づくり(応用JV)-音響
13時-18時照明の操作と効果
12月23日脚

舞台づくりの仕上げ(発表)
9時-12時

。モンゴルの風・あびこの風

馬頭琴縞奏乙朗読パフォーマシス
。鳥の博物館「あびこ自然観察隊JQr~ 

献の鴫く虫コシサートin手賀沼
定員

人

参加費 500円
参加券販売所

生涯学習推進室

(アビスタ2階)

主催あぴこ楽

枝協議会

固あぴこ楽枝

協議会事務局(教育委員会生涯学習推進

室内)ft 7182-0622 

先着120モンゴルの風土に育った人と音楽にふ

れあい、融撃の奏でる艶を聞きながら、

モンゴルの風・あびこの風を感じてみませ

んか。

日時 9月10日出午後1時30分から3
時15分(午後1間関場)

場所アビスタ(ホール)

内容馬頭琴演奏「草原のチェロll-馬

頭琴の書きJほか話宝蓬さん(写真)、
朗読パフォーマンス 「スーホの白い馬J…
佐藤艶子さん

+刀

怨

介叫
V

館
町

要

物

ぶ
山
山
情
町

県

駒

却

で
覇

稿
町

ヘ

電

固

2

1

1

 

働

け

み

辺

よ
込
L
J

参
虫
し

g

措

は

申

引

手賀沼遊歩道て鳴く虫を観察します。

やさしい自然解説で、小-中学生か

ら大人まで楽しめます。

日時 9月3日出午後6聞から8時

集合時間・蝿所午後5時45分まで
に鳥の博物館2階多目的ホールに集合

(雨天の場合は鳴く虫のお話)

講師鳥の博物館市民スタッフ、鳥博

友の会ボランティア

定員先着30人(小学生は保護者同伴)

参加費無料

ζ剃簡《記εぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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て市イ
L、σ〉ト
ま後 Jレ
す援が
。、色

補付
助き
団の
体も
のの
記 q
モ市
す笠。rc;t.
- /.、.4包 A

i貢庁
白書
は理

理委
;正受

三三
省、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

.. -
人
形
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

川
県
民
プ
ラ
ザ

日
8
月
お
日
倒
U
時
1
日
即
時
初
分

所
き
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
内

泣
い
た
赤
お
に
、
か
ち
か
ち
山
、
三

つ

の

願

い

、

室

長

慰

霊

、

ぱ
け
も
の
姉
妹
対
先
着
4
7
3
人

費
5
0
0
円
(
高
校
生
以
下
無
料
)

圃
き
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
事
業

課
宮
7
1
4
0
・
8
6
1
5

警
察

「
ふ
れ
あ
い
」

フ
ェ
ス
タ
2
0
0
5

日
8
月
お
日
働
・
幻
自
国
・
お
日
冊

目
時
i
m時
(
お
日
は
四
時
ま
で
)

所
そ
ご
う
千
葉
庖

(
8
階
大
催
会
場

ほ
か
)
内
ち
び
っ
こ
警
察
官
に
変

身
、
白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
・
捜
査
用

車
乗
車
体
験
ほ
か
費
無
料
圃
千

葉
県
瞥
察
本
部
広
報
県
民
謀
宮
0
4

3
・
2
2
7
・
9
1
3
1
ホ
I
ム
ペ

ー
ジ

7
2旬
、
¥
老
若
者
-
匂
o
z
n
0・

℃
吋
ゆ
同
・

ny-σω
・』同

V¥

" 怠

夏
休
み
親
子
映
画
会

第 1147号

日
①
8
月
幻
日
側
②
8
月
幻
自
国
い

ず
れ
も
凶
時
i
m時
却
分
所
①
布

佐
南
小
学
校
体
育
館
②
湖
北
台
西
小

学
校
校
庭
(
雨
天
時
体
育
館
)
内

ア
ニ
メ
映
画
費
無
料
圃
市
脅
少

年
相
談
員
連
絡
協
議
会
①
布
佐
支
部

・
鈴
木
宮
7
1
6
9
・
3
0
4
7
②

湖
北
台
支
部
・
小
島
宮
0
9
0
・
3

2
0
9
・
7
5
9
9

※
当
日
は
、
お
菓
子
な
ど
を
用
意
し

ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
!

日
・
:
日
時

所
・
:
場
所

サ
マ
l
フ
レ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
8
月
幻
日
冊
目
時
S
四
時
(
雨
天

実
施
)
所
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
遊
戯
(
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
ス
ト
ラ

ッ
ク
パ
ネ
ル
、
囲
碁
~
ダ
I
ツ
ほ
か
)
、

演
芸

(
津
軽
三
味
線
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

マ
ジ
ッ
ク
、
和
太
鼓
ほ
か
)
、
模
擬

庖
費
無
料
圃
布
佐
南
近
隣
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
9
・
3
7
4
0

2
0
0
5
手
賀
沼

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
8
月
幻
日
側
9
時
i
u時
(
小
雨

実
施
)
所
柏
ふ
る
さ
と
公
圏
内

特
設
ス
テ
ー
ジ
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス

ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
屋
台
村
、
こ
か
げ
の

中
の
手
賀
沼
写
真
展
、

ミ
ニ
F
M局

開
局
、
図
書
館
大
好
き
人
聞
の
集
ま

り
ほ
か
費
無
料
圃
手
賀
沼
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事

務
局
宮
7
1
6
9
・
9
0
9
0

湖
北
座
会

創
立
幻
周
年
記
念
講
演
会

日
8
月
幻
日
回
目
時
却
分
1
日
時

所
湖
北
地
区
公
民
館
内
講
演
「
我

孫
子
の
地
名
と
風
土
」
、
講
師
:
・長

谷
川
一
さ
ん
(
元
我
孫
子
市
史
編
集

委
員
)
費
無
料
圃
藤
掛
宮
7
1

8
8
・
2
5
7
6

-
g
一
周
し
て
み
ま
世
ん
か

硬
式
テ
ニ
ス
市
民
大
会

(
ダ
ブ
ル
ス
)

日
9
月
4
日
制
8
時
却
分
集
合
(
雨

天
の
場
合
は
日
日
制
に
延
期
)
所

霊
巾
民
体
育
館
②
i
④
湖
北
台
中
央

種
・・・種目

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者 公

園
種
ダ
ブ
ル
ス
:
・
男
子
①
A
-

B
ク
ラ
ス
、
②
必
歳
以
上
、
③

ω歳

以
上
、
③
女
子

(
A
-
B
ク
ラ
ス
)

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
在
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
費
1
組
1
0
0
0
円

申
・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
ク
ラ

ス

(
1
種
目
に
限
定
)
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
所
属
先
名
(
市
外
の

方
)
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月

1
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
6
4

つ
く
し
野
1
の
3
の
回
吉
川
清
子
宮

削

7
1
8
2
・
6
8
8
3

3
第

2
回
頭
と
指
を
使
っ
て

E
老
化
防
止
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

日
9
月
却
日
側
、
日
月
日
日
同
・
幻

日
側
、
日
月
日
日
同

-
M
日
側
、
ロ

月
8
日
同
(
全
6
回
)
い
ず
れ
も
9

時
日
分
1
日
時
記
分
(
ロ
月
8
日
は

U
時
ま
で
)
所
ア
ピ
ス
タ
対
市

内
在
住
で

ω歳
以
上
の
マ
ー
ジ
ャ
ン

未
経
験
の
方
、
全
6
回
参
加
で
き
る

方
、
お
人
(
応
募
者
多
薮
の
場
合
は

抽
選
)

※
健
康
状
況
把
握
の
た
め
、
市
の
看

護
職
の
事
前
訪
問
が
必
須
で
す
。

費
1
4
5
0
円

(
6
回
分
)
申
・

圃
ハ
ガ
キ
に
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
希

望
」、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、

8
月
白
日
必
着
で

一T
2
7
O
l
l
l
9
2
市
役
所
介
護

支
援
謀
(
住
所
省
略
可
)
宮
7
1
8

5
・
1
1
1
2
へ
郵
送
(
来
所
で
の

申
し
込
み
も
可
)

敬
老
の
日
お
茶
を
楽
し
む
会

日
9
月
四
日
制
①
叩
時
i
日
時
却
分

②
ロ
時
i
U時
却
分
③
H
時
1
日
時

加
分
所
旧
村
川
別
荘

内
お
茶
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
秋
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
対

ω歳

以
上
の
方
、
各
回
目
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
費
1
人
5
0

0
円
主
我
孫
子
市
茶
道
連
盟
申

・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
の
回
(①

S
③
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
5
日
必
着

対
・
:
対
象
・
定
員

費
・
・
・
費
用

で一
T
2
7
o
l
-
-
6
4
つ
く
し
野

1
の
6
の
卸
小
野
一
宗
8
7
1
8
2

-
6
1
6
1
 

福
祉
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア
m
ち
ぱ

日
①
9
月
3
日
出
②
ロ
月
3
日
出
い

ず
れ
も
ロ
時

5
日
時
ぬ
分
所
幕
張

メ
ツ
セ
国
際
会
議
場
(
千
葉
市
美
浜

区
中
瀬
2
の
1
)

内
求
人
の
あ
る

社
会
福
祉
施
設
等
の
代
表
者
と
の
個

人
面
談
な
ど
費
無
料
圃
千
葉
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
宮
0
4
3
・
2

4
8
・
1
2
9
4

県
立
学
校
開
放
講
座

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
講
座

日
日
月
辺
日
出

-m日
出
、
日
月
5

日
出
・
ロ
日
出
・
四
日
回
(
全
5

回
)
い
ず
れ
も
9
時
1
ロ

時

所

県

立
沼
南
高
等
学
校

内
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
基
本
操
作
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
年
賀
状
の
作
成
な
ど
対
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
初
心
者
、
初
人
(
応
募

者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
)
費
無
料

申
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
9
日
必

着
で
一
T
2
7
0
1
1
4
4
5
柏
市
岩

井
6
7
8
の
3
千
葉
県
立
沼
南
高
等

学
校

「学
校
開
放
講
座
」
係
官
7
1

9
1
・
8
1
2
1

健
康
講
座

日
8
月
辺
日
開
凶
時

1
時

時

所

市

民
プ
ラ
ザ
内
健
康
の
た
め
に
日
常

で
き
る
体
操
の
話
と
実
技
、
指
導
:
・

高
橋
美
代
子
さ
ん
(
バ
レ
エ
講
師
)

費
無
料
持
パ
ス
タ
オ
ル

申
・
圃

電
話
で
8
月
幻
固
ま
で
に
市
国
際
交

流
協
会

(
A
I
R
A
)
宮

7
1
8
3

.
1
2
3
1
 

市
内
チ
I
ム
卓
球
大
会

日
9
月
mm
日
同
9
時
受
け
付
け
所

市
民
体
育
館
種
団
体
戦
2
複
1
単、

予
選
リ
I
グ
後
順
位
別
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
ク
ラ
ブ

在
籍
、
男
性
は

ω歳
以
上
、

1
チ
I

持
・
:
持
参

申
・
:
申
し
込
み

ム
5
人

以

上

費
1
チ
l
ム
3
0
0

0
円
申
・
圃
現
金
書
留
郵
便
で
大

会
名
、
チ
ー
ム
名
、
代
表
者
の
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

9

月
9
日
必
婚
で
干
2
7
O
I
l
-
-

1
古
戸
2
3
0
の
辺
小
林
つ
や
子
宮

7
1
8
8
・
4
1
8
7

夏
休
み
作
っ
て
遊
ぼ
う

日
8
月
幻
自
国
9
時
初
分
1
日
時
却

分
所
湖
北
地
区
公
民
館

内
牛
乳

パ
ッ
ク
ブ
I
メ
ラ
ン
、
ビ
ニ
ー
ル
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
の
作
成
ほ
か
費
無
料

圃
市
背
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
湖

北
・
新
木
支
部
・
今
井
宮
7
1
8
7

.
0
0
1
2
 

親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会

日
8
月
幻
日
冊
目
時

5
日

時

所

布

佐
市
民
セ
ン
タ
ー

内
マ
ッ
サ
ー
ジ

で
体
だ
け
で
な
く
、
心
も
癒
し
ま
せ

ん
か
対
小
学
生
i
高
校
生
と
保
護

者
、
当
日
先
着
却
組
費
無
料
服

装
体
操
服
な
ど
の
楽
な
服
装
持
タ

オ
ル
、
パ
ス
タ
オ
ル
圃
市
脅
少
年

相
談
員
連
絡
協
議
会
布
佐
支
部
・
飯

田
宮
7
1
8
9
・
2
5
7
0

介
穫
予
防
教
室
「
そ
ぱ
打
ち
」

日
9
月
日
日
同
9
時
却
分

5
日
時
却

分
所
近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ

対
市
内
在
住
の
臼
歳
以
上
の
方
、
先

着

目

人

費
3
0
0
円
(
材
料
費
)

申
・
圃
電
話
で
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
天
王
台
宮
7
1
8
2
・
4
1
0

。
歌
声
喫
茶
・
m湖
北
台

日
9
月
4
日
側
げ
時
1
四
時
却
分

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
元

「と
も
し
ぴ
」
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

奏
者
・

脅
柳
常
夫
さ
ん
を
迎
え
、
昔

懐
か
し
い
ロ
シ
ア
民
謡
、
唱
歌
な
ど

を
ご
一
緒
に
対
先
着
1
0
0
人

費
1
5
0
0
円
(
飲
み
物
、
つ
ま
み
、

軽
食
付
き
)
申
・
圃
8
月
勾
日
目

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

時
か
ら
会
費
持
参
で
湖
北
台
近
隣
セ

ン
タ
ー

8
7
1
8
7
・
1
1
2
2

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
簡
単

・
ビ
デ
オ
の
作
り
方
」

日
9
月
・
日
月
・
日
月
の
第
2
・
4

附
9
時
加
分

i
u時
所
市
民
会
館

内
撮
影
、
編
集
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

ピ
デ
オ
作
品
の
仕
上
げ
方
。
講
師
:
・

玉
造
仁
一
さ
ん
、
平
岩
毅
さ
ん

(
N

H
K文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
)
対
ピ

デ
オ
製
作
初
心
者
の
方
(
ピ
デ
オ
カ

メ
ラ
と
パ
ソ
コ
ン
所
有
者
優
先
)
、

先
着
目
入
費
2
0
0
0
円

(
6
回

分
)

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

玉
造
宮
間
7
1
6
9
・
2
8
4
7

(ホ
I
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
し
込
み

も
可
F
2
q
¥
¥
若
者
宅
-
釦
-
u
-
w
O
E

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
0
5

内
・
日
①
第
1
分
科
会
(
温
暖
化
防

止
)
9
月
刊
日
回
目
時
i
M時
②

第
2
分
科
会
(
ご
み
問
題
)
9
月
日

日
冊
目
時
1
打

時

⑦

鷺
3
分
科
会

(星
山
、
川
、
湿
地
)
9
月
9
日
働

時
時
i
M時
④

第

4
分
科
会
(
環

境
教
育
)
9
月
包
日
回
目
時

i
お
日

冊
目
時
⑤
第
5
分
科
会
(
環
境
保

全
)
叩
月
1
日
回
目
時
5
日

時

⑤

全
体
会
日
月
日
日
冊
目
時
1
日
時

所
①
③
⑤
千
葉
大
学
、
②
一⑤
日
本
大

学
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
、
④
県
立
手

賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
対
①
S
③

⑤
先
着
1
0
0
人
、
④

ω人
(
8
月

初
固
ま
で
に
申
し
込
み
)
共
通
参

加
費
5
0
0
円
(
④
は
宿
泊
費
、
食

費
と
し
て
別
途
3
0
0
0
円
必
要
)

申
・
圃
申
し
込
み
用
紙
(
手
賀
沼
課

に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
で
環
境
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
千
葉
会
議
実
行
委
員
会
事

務
局
間
0
4
7
・
3
3
6
・
3
7
8

5
E
メ

I
ル

n
y
F
σ
ω
W釦
F閃
F

@
y
o
g
色・
8
5へ
宮
0
7
0
・

5
5
8
4
・
5
9
4
0

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

プラザ、コンサート「平和J

今年度最初のプラザコンサー卜は「平和Jをテーマに開催
します。我菰子市の若き音楽家の演奏を
お楽しみいただけます。

第51回

8月20日出午後3時開演
市民プラザ
アイクjレ合唱団・・さとうきひ澗(寺島尚彦)ほか
山下暁子さん(ピアノ)・・夜想曲第20番嬰ハ短調(遺
作)(ショパン)ほか
後藤みのりさん(ソプラノ)・小谷絵美子さん(ピ
アノ)…アヴエ・マリア(パ、ッハ、グノー)ほか

定員 当日先着130人(事前申し込み不要)
入場料無料

園教育委員会文化諜ft7185-1601 

￥ 間
噺
崎

個我孫子市あゆみの郷公社では、今年も手賀沼ふれあいライン沿いに、

土地所有者と共同で、ひまわりを栽培しました。
8月中旬から下旬にかけて約1万5000本のひまわりが咲く予定で、
開花中の20日出と21日(印には、花摘みや地元野菜の販売などのイベン
卜も予定しています。
場所根戸新田(手賀沼ふれあいライン沿い)
観賞時間午後6時まで
園側あゆみの郷公社7183・1130(土・日・月曜日を除く)
商工観光課・内線505

ひまわり飴で夏。ひとときを
節の隊貸~
観先農園J

守 」
新鮮な季節の昧貨を

市内でお楽しみください。

Oナシ (8月下旬""9月上旬)

阿曽農圏C7188・1459

。クリ・ハウスブドウ(9月上旬""1 0月上旬)

田村農園C7188・2308

。サツマイモ (8月下旬""1 0月下旬)

日暮農園C7182-4048 

園名農園

※気候により収穫時期カで変わります。

4 
..t 

市役所の電話番号1:17185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp匂 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
と

や
き
い
も
大
会

日
9
月
3
日
回
目
時
5
日
時
(
雨
天

の
場
合
は
4
日
側
に
延
期
)
所
む

つ
ぽ
し
第
2
、
7
農
園
(
北
新
田
)

内
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
、
焼
き
芋
、
歌
、

踊
り
、
太
鼓
費
無
料
持
長
靴
、

寧
手
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
い
い
服

装

申
・
圃
電
話
で
8
月
白
固
ま
で

に
授
産
施
設
む
つ
ぽ
し
宮
7
1
8
4

.
6
2
5
8
 

古
文
書
を
読
む
会

日
毎
月
第
4
例
目
時
1
日
時

(
9月

お
日
か
ら
全
日
回
)
所
布
佐
南
近

隣
セ
ン
タ
ー
対
加
入
費
3
0
0

0
円
申
・
圃
電
話
で
布
佐
南
近
隣

セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
9
・
3
7
4
0

.. -

実
費
申
・
咽
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用

宛
先
を
明
記
し
、

8
月
お
日
必
着
で

一T
2
7
O
l
l
l
2
1
中
峠
2
6
0

7
細
我
孫
子
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
8
・
2
2
0
0

ぼ
し
ゅ
う

市
立
保
育
園
臨
時
看
護
師

勤
務
日
時
開
i
働
の
週
5
日
、
(
週

2
1
3日
も
可
)
8時
却
分
1
げ
時

勤
務
場
所
市
立
保
育
園
対
看
護
師

の
資
格
を
持
つ
、
健
康
で
意
欲
の
あ

る
方
、

l
i
2
人
報
酬
時
給
1
3

4
0
円
、
通
勤
手
当
別
途
支
給
、
勤

務
時
間
に
応
じ
て
社
会
保
険
・
有
給

休
暇
あ
り
(
応
相
談
)
申
・
圃
写

真

(
3
m
×
4
m
)
と
資
格
証
明
書

の
写
し
を
8
月
お
固
ま
で
に
市
役
所

西
別
館
2
階
保
育
課
・
内
線
3
5
6

へ
持
参

牛
乳
お
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

肉
牛
乳
、
パ
タ
I
、
ク
リ
ー
ム
な
ど

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
募
集

し
ま
す
。
対
県
内
在
住
の
日
歳
以

海
老
原

し
ゅ
う
じ

修
司
ち
ゃ
ん

(
南
膏
山
・

1
歳
3
カ
月
)

禽
欲
旺
盛
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、

ラ
イ
バ
ル
は
あ
兄
ち
ゃ
ん
。
我
ガ

家
の
人
気
者
で
す
。

上
の
方
(
現
職
の
調
理
師
は
除
く
)

選
考
方
法
書
類
選
考
後
、
入
賞
作
品

目
ー
点
を
選
出
し
、
日
人
の
方
の
実
漬

に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
。
賞

品
(
商
品
券
)
最
優
秀
賞

(
1
人
)

;
5万
円
、
優
秀
賞

(
1
人
)
;
3

万
円
、
優
良
賞

(
8人

)
:
i万
円

※
応
募
要
領
な
ど
詳
し
く
は
千
葉
県

牛
乳
普
及
協
会
宮
0
4
3
・
2
2
4
・

4
8
3
9
へ
。

あ
び
こ
子
ど
も
ま
つ
り

実
行
委
員
会
参
加
者

日
月
辺
日
出
に
ア
ピ
ス
タ
と
手
賀

沼
公
園
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
る

「
あ
ぴ
こ
子
ど
も
ま
つ
り
」
を
、
ジ

ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
子
ど
も
た
ち
と
、

当
日
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
の
瞳
が

輝
く
よ
う
な
ま
つ
り
に
す
る
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支
え
て
く
だ

さ
る
お
と
な
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

日
8
月
初
日
回
目
時
5
2時
所

教

育
委
員
会
内
実
行
委
員
会
を
開
催

聞
梅
谷
宮
0
8
0
・
5
5
1
5
・
0

2
6
1
 

利
根
川
に
架
か
る
新
橋
の
名
称

茨
城
県
道
路
公
社
が
建
設
中
の
県

道
取
手
東
線
と
国
道
3
5
6
号
と
を

結
ぶ
有
料
道
路
の

h2っ
、
利
根
川
に

架
か
る
新
橋
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

約
6
0
0
メ
ー
ト
ル
の
わ
か
く
さ

色
の
橋
で
「
利
根
川
の
自
扶
…
と
調
和

し
、
両
岸
地
域
の
結
び
つ
き
を
象
徴

す
る
橋
」
を
テ
I
マ
に
、
橋
上
の
開

放
感
を
阻
害
し
な
い
シ
ン
プ
ル
か
っ

軽
快
な
デ
ザ
イ
ン
の
橋
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

賞
総
額
却
万
円
相
当
申
・
圃
ハ
ガ

キ
か
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
で
「
新

橋
の
名
称
」
、
「
名
称
の
説
明
」
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、

8
月
M
日
消
印
有

効
で
一
T
3
1
0
1
0
8
5
2
水
戸
市

笠
原
町
9
7
8
の
お
茨
城
県
道
路
公

社
企
画
建
設
課
橋
名
募
集
係
附
0
2

9
・
3
o
l
-
-
1
4
0
E
メ
I
ル

w
o
z
σ
o
@
ζ
o包
-
。
円
・
号

※
応
募
規
定
な
ど
詳
し
く
は
同
公
社

ホ
I
ム
ペ

I
ジ
7
2
q
¥
¥
老
若
者
-

ケ円
O
釦仏・
0
円・』匂宮
0
2
9
・
3
0
1

.
1
1
3
1
へ
。

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
8
月
お
日
同
日
時
却
分
所
水
道

局
4
階
会
議
室
圃
教
育
委
員
会
総

務
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

在
宅
身
体
障
害
者
・
家
族
に

対
す
る
勧
問
リ
ハ
ビ
リ

日
開

s働
8
時
却
分

S
U時
受
け
付

け
内
専
門
職
員
(
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
)
に
よ

る
①
機
能
訓
練
の
方
法
②
介
護
方
法

の
指
導
③
住
宅
改
修
に
関
す
る
ア
ド

10.3略/2

パ
イ
ス
め
補
装
具
の
相
談
ほ
か
(
訪

問
期
間
、
頻
度
に
つ
い
て
は
身
体
状

況
な
ど
を
勘
案
の
上
決
定
い
た
し
ま

す
)
費
無
料
申
・
圃
電
話
で
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
佐
藤
宮

7
1
8
8
・
0
1
4
1

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

新
た
な
運
営
形
態
説
明
会

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
は
、

台
風
7
号
の
影
響
で
延
期
し
た
7
月

幻
日
制
の
「
移
転
後
の
運
営
形
態
に

つ
い
て
の
説
明
会
」
を
、
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

日
8
月
沼
田
冊
目
時

i
u時
所

我

孫
子
西
消
防
署
圃
市
民
活
動
支
援

課
・
内
線
4
8
8

※
寧
で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

し
v

献
血
に
ご
協
力
を

イ
ギ
リ
ス
渡
航
歴
の
あ
る
方
へ
の

献
血
制
限
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
輸

血
用
血
液
の
適
正
な
在
庫
量
に
不
足

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
献
血
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
9
月
1
日
同
9
時
却
分
i
日
時
品

分
、
日
時
1
日
時
却
分
所
市
役
所

1
階
ロ
ピ
l

対
体
重
・:
閉

在

建

以
上
・
女
性
mw均
以
上
、
年
齢
:
-
M

iω
歳
(
臼
歳
以
上
の
方
は
、

ω
i

um
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
)
、
持

献
血
手
帳
、
身
分
証
明
書
(
免
許
証
、

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・7月31日現在)

7月の発生件字数数( 55件
今年の発生件 1月-)364件
前年同期比 +7件
7月の死者数 2人
今年の死者数 7人
前年同期比 +6人
7月の負傷者数 67人
今年の負傷者数 435人
前年同期比 ー18人

健
康
保
険
証
な
ど
)

課
・
内
線
3
7
7

日
本
脳
炎
第
3
期
予
防
接
種

が
廃
止
に
な
り
ま
し
た

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
侃
年
7
月
沼
田
(
公
布

日
)
か
ら
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
予
防
接
種
の
第
3
期
(
凶
歳
以

上
回
歳
未
満
)
予
防
接
種
を
廃
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
ー

園
生
活
支
援

1
2
6
 

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

試
験
日
日
月
担
日
開
所
千
葉
県
教

育
庁
(
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
1
の

1
)

科
目
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
(
英
語
)
願
書
受

付
期
間
9
月
9
日
消
印
有
効

※
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
同
庁
指

導
課
宮
0
4
3
・
2
2
3
・
4
0
5

6
へ。ハロ
l
ワ
l
ク
松
戸

業
務
時
間
の
延
長

求
人
情
報
の
閲
覧
と
職
業
相
識
・
紹

介
業
務
・
・
・
側

1
働
8
時
初
分
j
m
w
時、

回
目
時

i
u時
(
他
の
業
務
は
従
来

ど
お
り
側
1
働
8
時
却
分
i
U時
)

※
い
ず
れ
の
業
務
も
、
祝
祭
日
、
年

末
年
始
は
除
く
。

圃
ハ
ロ

I
ワ
I
ク
松
戸
宮
0
4
7
・

3
6
7
・
8
6
0
9

移
動
暴
力
相
談
所
開
設

暴
力
団
の
い
や
が
ら
せ
や
不
当
な

要
求
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
(
秘
密
厳
守
)

日
8
月
M
日
制
日
時

i
v即
時
所
東

葛
飾
県
民
セ
ン
タ
ー
(
松
戸
市
小
根

本
7
宮

0
4
7
・
3
6
1
・
2
1
1

1
)

費
無
料
園
側
千
葉
県
暴
力

団
追
放
県
民
会
議
事
務
局
宮
0
4

3
・
2
5
4
・
8
9
3
0
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
宮
0
1
2
0
・
0
8
9
3
5

4
E
メ
I
ル

σ
o
c
g
E
A
E
σ
ω
@

O
匂
釦
戸
匂
S
F
-。円・号

市民伝言版

このコーナーに掲離を希望する方は、

広報掲載依頼書(市役所広報室に用意

または我張子市のホームページからダ
ウンロード)に必要事項を記入のうえ、

掲輯希望日の1カ月前までに広報室ヘ
提出してください。
掲脅する内容はイベント名・日時・
場所・内容・費用・問い合わせ先など

です。詳しい内容の確認は、当事者間

で行うようお願いします。
圃広報室ft7185・1269

‘W 

高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ
す

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
I
2級
聾
成
講
座

目
印
月
4
日

ωs侃
年
1
月
旦
日

ω

の
う
ち
お
日
閉
山
時
i
U
時

ω分

所
ニ
チ
イ
学
館
柏
教
室
(
柏
市
末
広

町
7
の
3
相
第
1
生
命
ピ
ル
7
階
)

対
日

5
日
歳
の
市
内
在
住
で
、
全
日

出
席
可
能
な
方
、
初
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)
費
6
8
0
0

円
(
テ
キ
ス
ト
代
)
、
健
康
診
断
料

e
gや
砂
ちゃれ

寄
宿
主
持
ち
ゃ
ん

(
高
野
山
・

1
歳
3
カ
月
)

う
ち
は
回
世
し
時
計
ガ
い
り
ま

せ
ん
。
何
政
な
ら
、
花
実
ガ
起
こ

し
て
く
れ
る
か
ら
。
あ
り
が
と

p

公
共
施
設
利
用
の
活
動
は
、
優
先

的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
演
・
催
し

ゅ
め
き
と

V
夢
慧
ソ
フ
ト
・
ヒ
I
リ
ン
グ
・
ソ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

9
月
日
日
回
目

時
開
演
。
ア
ミ
ユ
ゼ
柏
。

N
H
K
ラ

ジ
オ
「
知
る
人
ぞ
知
る
コ
ー
ナ
ー
」

で
ブ
レ
ー
ク
。

3
5
0
0
円
。
若
穂

井
宮
0
4
7
・
3
9
2
・
5
0
3
7

V
乗
馬
会

8
月
幻
日
岡
山
時

s
u

時
(
小
雨
実
施
)
。
手
賀
沼
公
園
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
馬

に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

5
0
0
円

(
保
険
料
含
む
)
。

N
P
O法
人
千

葉
県
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ラ
ピ
I
協
会
宮

0
4
7
6
・
お
・

1
7
1
7

不
周
回
目
情
報

H
語
り
ま
す
"

。
無
料
で
申
小
型
犬
用
ケ
I
ジ

3
つ
〈
辺
倒
×

m
m×
初
仰

(
2

つ
)
、
侃
叩
×

m
w
m
×
6
m
(
1

つ
)
〉
:
・
小
野
宮
7
1
8
9
・
1

7
6
5

申
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

(
畳
床
)
:
・
松
崎
君
7
1
8
8
・

9
9
6
1
 

H
語
っ
て
く
だ
さ
い

H

会
員
・
仲
間
募
集

V
み
ど
り
ク
ラ
ブ

(
マ
マ
さ
ん
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
チ
I
ム
)
毎
週
附
回
目

時

i
n時
。
我
孫
子
第
一
小
学
校
体

育
館
。
一
緒
に
楽
し
く
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
で
き
る
方
。
月
1
0
0
0
円。

石
毛
宮
7
1
8
3
・
6
2
7
3

V
四
動
作
の
真
向
体
操
毎
月
第
2

・
4
例
日
時
1
日
時
却
分
。
天
王
台

北
近
セ
。
腰
痛
な
ど
治
癒
力
活
性
化

の
健
康
体
操
。
ソ
ッ
ク
ス
、
小
タ
オ

ル
持
参
。
月
2
0
0
0
円
。
長
谷
部

宮

0
9
0
・
8
5
6
5
・
1
2
9
0

V
映
画

「
ベ
ア
テ
の
贈
り
も
の
」
上

映
会
協
賛
団
体
ロ
月
四
日
側
上
映
。

市
民
会
館
。
映
画
の
内
容
は
、
憲
法

草
案
作
成
者
の
ベ
ア
テ
さ
ん
と
戦
後

日
本
の
女
性
史
。

8
月
末
ま
で
に
鈴

木
宮
町
7
1
8
4
・
7
3
9
6

。
無
料
で

会
田
宮
7
1
8
3
・
9
6
8
7

事
ベ
ピ

l
ベ
ッ
ド
・
双
子
用
ベ
ビ

ー
カ
ー
:
・
渡
辺
宮
7
1
0
5
・
。

事
黒
ラ
ン
ド
セ
ル

3
7
0
 

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い

利
用
上
の
注
意
衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・
5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休

館
)
。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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原爆の恐ろしさを実感

中学生6人が広島平和記念式典lこ参列

ABIKO子科J〉ヴ・ワトク2005

市内中学校の代表6人(我孫子中・木村

友美さん、湖北中・・今井瑞萌さん、布佐中

…杉本美幸さん、湖北台中・綿5懐ーさん
久寺家中…田中麻理沙さん、白山中・横山

耕介さん)杭 8月6日に開催され同島

平和記念式典ヘ参到しました。

これは、市が行っている「我諌子市戦

後60周年記念平和事業Jのーっとして、
8月5日から7日まで派遣したものです。
式典への参列のほか、平和公園への千

羽鶴の献納や灯寵流しの体験、被爆体験

証言グループの方から原子爆弾投下関の

様子やその後の復興の樺子なとを聞きま

した。

参加した生徒は、 「半世紀以上続く日

本の平和は、広島の苦しみの上にあるこ

とを忘れてはいけないJi広島の人たち
は、過去に辛いことがあったからこそ世

界の平和を願っているJなどと語ってい
ました。

スヲート迫る
出発式とゴールの瞬間|こ
立ち会ってみまぜんか

「
A
B
I
K
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ウ
オ
l
ク
2
0
0
5
」
が
8
月
お

日
か
ら
お
固
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

小
学
5
年
生
か
ら
高
校
1
年
生

の
男
女
お
人
が
、

4
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
筑
波
山
盆
か
ら

我
孫
子
市
を
目
指
し
、

5
泊
6
日
で

歩
き
ま
す
。

参
加
者
は
、

2
回
の
研
修
を
行
い
、

カ
レ
ー
づ
く
り
や
コ
l
ス
選
び
な
ど

の
行
い
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

旅
の
問
、
宿
泊
は
野
外
、

1
日
1

回
は
米
飯
で
自
炊
、
旅
の
途
中
に
は 企コース選ぴの真つ最中

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
学

習
に
挑
戦
し
、
問
題
は
自
分
た
ち

で
協
力
し
て
解
決
し
ま
す
。

夏
の
空
の
も
と
、

6
日
間
を
歩

き
通
し
た
お
人
が
、
ゴ
ー
ル
す
る

瞬
間
に
立
ち
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
状
況
は
、

1
日
遅
れ
で
市

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。出
発
式
日
時

・
場
所

8
月
お
日

ω水
道
局
(
教
育
委
員
会
)
午
前

6
時
印
分
か
ら
7
時

※
出
発
式
後
、
大
型
パ
ス
で
各
グ

ル
ー
プ
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
移
動
。

ゴ
I
ル
日
時

・
場
所

8
月
お
日

倒
午
後
5
時
か
ら
6
時
の
問
、
ア

ピ
ス
タ

園

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
E

7
1
8
5
・
1
6
0
4

全
国
か
ら
3
9
5人
の
選
手
が
集
結

全
国
高
校
総
体
な
ぎ
な
だ
競
技
を
我
孫
子
市
で
開
催

8月2日閃から4日開まで市民体育館で、高校生スポーツの

最大の祭典全国高等学校総合体育大会のなぎなた競技が開催さ

れ、全国から90枝、 395人の選手が熱戦を繰り広げました。

開会式後には、わだ幼稚園の園児96人がマーチングバンドゃ

なぎなたの演技(写真下)なとを披露し、大会を盛り上げました。

優勝校(者・チーム)は次のとおり。団体試合・熊本県立熊

本西高等学校、個人試合・・山下みどりさん(岡山県立勝間田高

等学校)、演技…北島亜有美さん・大久保祐子さんチーム(文

化女子大学付属杉並高等学校)

資源化イメージキャラクターの愛称

「工コ丸Jを命名した我張子第三小学校
4年生の福本将士さんに、 7月27日福嶋
市長から表彰状と記錨カ鳴られました。

愛称は、 37人の応募者の中から"おぽえや

すく親しみゃすい"として 「工コ丸Jが選ばれました。
「名前はどのように考えつきましたかJとの福嶋市
長の質問に、福本さんは 「絵のイメージで名前をつけ

ましたJと答えていました。

「
工
コ
丸
」

の
命
名
者
・
福
本
将
士
さ
ん
を
表
彰

絵
の
イ
メ
ー
ジ
で
名
前
を
つ
け
ま
し
た

旬

選
一
一
一
明
言
で
霧
吹
話
。

1

-w旦
競
蜘
み
て
底
の
落
ち
つ
く
裂
か
な

1
内

朝
顔
市
甘
味
処
に
寄
り
も
し
て

竹

駅
レ
ぐ
れ
裏
戸
に
山
の
迫
り
ゐ
て

悠
悠
に
あ
ら
ず
も
自
適
冷
し
酒

の

ま

お

い

こ

る

ぴ

わ

ふ
る
さ
と
は
野
馬
追
の
頃
枇
杷
熱
る
る

洋
館
に
ジ
ャ
ズ
の
流
る
る
タ
酷
暑

た

送
り
火
や
老
ひ
と
り
焚
き
雨
と
な
る

文芸だより

音小岡川町永脅嘉
田林本上田井山戸

冬光邦進 富陽健
径江夫也進久子治

ナーです。締め切りは、毎月~日(必目
着)。ハガキで1人1作に限ります。 目
応募先 〒 wïl・~市役所広報室目
(住所省略可)ヘ 目
なお、 f青少年(18歳以下)の部.
の作品(俳句・短歌)も募集してい 目
ます。青少年の部ヘ応募する方は、 目

醤

に

禁

械

の

赤

く

咲

き

終

戦

の

日

は

ま

た

よ

み

が

へ

る

渡

辺

詔

子

{評
}

終
戦
の
日
が
又
め
ぐ
り
来
た
。
六
十
年
は
人
で
一
事
え
ば
還
暦
。
猷
し
で
は
な
ら
な
い
。

老

人

の

行

方

を

捜

す

防

災

の

無

線

な

が

る

る

夏

の

夜

の

街

下

回

文

子

一評
}

少
子
高
齢
化
社
会
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
斗
バ
捜
せ
な
く
な
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ぬ
。

色，

こ
ん
な
に
も
弾
ん
で
跳
ね
て
初
夏
の
林
を
出
で
し
小
さ
き
く
ち
な
は
石
河
和
子

そ

ら

事

め

ゆ

ふ

ベ

初

蚕

豆

山

本

寛

太

先

生

に

供

へ

て

ほ

し

と

タ

辺

届

け

ぬ

小

出

礼

子

ひ

水
玉
の
カ
ツ
パ
着
せ
ら
れ
し
を
し
を
と
犬
曳
か
れ
ゆ
く
朝
の
散
歩
に
津
村
阿
墨

エ
ン
ジ
ェ
ル
の
喋
り
初
め
に
し
宇
宙
諾
に

「ジ
イ
ジ
」「
パ
ア
パ
」
を
聞
き
と
る
ぞ
佳
し

小

島

順

也

川
上
進
也

梅

田

啓

子

鰭叡
榊原 敦子 選

み
や
こ
お
国
ぢ

宵
山
の
灯
の
賑
は
ひ
の
中
に
ゐ
て
押
さ
れ
歩
み
ぬ
都
大
路
を

祭
り
か
ら
帰
る
幼
の
足
取
り
は
太
鼓
に
合
せ
な
ほ
踊
り
を
り

伸 このA す地生休
ぴ茎と畦写るにし講 7
るはかにιこ生て田月
も地ら建Eとえいの末
の面二をに、まーに
がを畦苦敷存構事し角根
あは鑑主い qを必たで戸
りうのたま隠?。ミ地
も名よすす.名ゾ区
花のもう。よのカを
はやあにまう由ク訪
7 、り広たに来シれ
月上まが、繁はがる
頃主へする田茂湿群と。 、

z=ョ
~~グ.íeJタgク (溝隠)
(ききょう科)

か
ら
咲
き
始
め
、
長
い
柄
の
先
に
一

セ
ン
チ
ほ
ど
の
白
ま
た
は
淡
紅
紫
色

の
花
を
つ
け
ま
す
。
合
弁
花
で
す
が

五
つ
に
深
く
裂
け
、
扇
を
広
げ
た
よ

う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ペ
で

お

花
を
の
ぞ
く
と
、
合
着
し
た
雄
し
べ

が
船
し
ベ
を
囲
ん
で
い
ま
す
が
、
雌

し
べ
の
頭
が
見
え
る
花
と
、
見
え
な

い
花
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
雄
し

べ
が
花
粉
を
出
し
終
わ
っ
て
か
ら
、

雌
し
べ
の
柱
頭
が
伸
ぴ
て
く
る
か
ら

で
、
同
じ
花
の
花
粉
に
よ
る
受
粉
を

避
け
る
仕
組
み
の
よ
う
で
す
。

花
が
終
わ
る
と
花
の
柄
は
垂
れ
、

七
ミ
リ
ほ
ど
の
果
実
が
で
き
ま
す
。

ひ
く
ひ
く
と
」
と
勉
飛
べ
る

黄
な
る
蝶
み
ぞ
か
く
し
の
花

一
面
に
し
て
(
平
野
梶
子
)

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

ほ100 直~. この広報紙は 100%再生紙・大豆イ ンクを使用しています。


